
橿原南エリア
～“ほうらんや火祭り”

伝統を守り続ける町歩き～
スポットガイド

①近鉄坊城駅（きんてつぼうじょうえき）
橿原市東坊城町にある、（近鉄）南大阪線の駅。
昭和4年久米寺（現在の橿原神宮前）間、延伸時に

大阪鉄道の駅として開業。
昭和19年近畿日本鉄道が発足。

②八幡神社（やわたじんじゃ）
夏のほうらんや火祭りの舞台。
祭神は誉田別命（ほんだわけの
みこと）、天照大神（あまてらす
おおみかみ）、豊受大神（とよう
けのおおみかみ）など。創建は
不明だが、寛永12年（1635）
以来の古文書や、元和元年

（1615）の墨書銘のある文書箱
が残っていることから、少なく
ともそのころには現在の地名に
鎮座していたとみられる。

③東坊城児童公園
（ひがしぼうじょうじどうこうえん）

大きな桜の木は、公園の
シンボル的存在

春にはお花見も楽しめます。

④花の木橋
曽我川にかかる花の木橋は、

レトロな雰囲気で
そのネーミングとともに

郷愁を誘う。

曽我川堤 曽我川沿いの桜並木は 知る人ぞ知る
穴場スポット♪

⑤春日神社（かすがじんじゃ）
東坊城町に鎮座する古社。
八幡神社とともに、夏の
「ほうらんや火祭」の舞台と

して知られる。
■祭神天児屋根命

ほうらんや 火祭(県無形民俗文化財) ８月１５日
毎年8月15日に行われる盛大な火祭り。地域の大字から

巨大な松明が奉納され、無病息災を祈願する。
松明は大小さまざまだが、直径1.5ｍ、重さ450kgを

越える大きなものも。
県の無形民俗文化財にも指定されている。

昭和57年県の無形民俗文化財に指定「ほうらんや火祭」

参考：橿原市ホームページ

⑥橿原運動公園
（かしはらうんどうこうえん）

スポーツ施設周辺には遊歩道が
あり、野鳥の訪れる“せせらぎ川”
や木製遊具のある“遊びの森”
なども整備され、一般の人も公園
感覚で利用できる。まほろば広場
の周遊コースは、ジョギングや
ウォーキングのｺｰｽ。

一周徒歩だと、１６００歩数。

⑦橿原神宮西口駅
（かしはらじんぐうにしぐちえき）
昭和４年開業。平成11年の改修
で安全面に配慮し現在の

地下駅舎となる。
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